
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アキ（秋）

コート

ゴシック

ステーシー

９

喪失

21

煉獄

11
尾行者

手紙

白い部屋の中の淡い月

徴兵命令

変異

なにかがあなたにつきまとっていた。ああ、窓の外に！

一通の手紙。何が書かれていたのだろう。

一面真っ白でどこも四角いこの建物の中。いつ見かけてもずっと本を抱えている変な人がいた。話しかけても、本を覗いても、後ろから近づいて驚かせても、いつも眉間にシワを寄せていた人。すこしとっつき難いけれど、この人は私を殴らないし、嘲わない。唯一の安らぎだ。

泥にまみれ破れた服。スリ傷だらけで痩せ細った身体。両親が一通の手紙を手に目を見開いて喜んでいる。そしてギョロリとこちらに目を向ける。大金と引き換えに被験体として施設に収容された。そこは地獄だったけれど、食事があるだけマシだった。そう思いたかった。

脳に埋め込まれた命令はひとつだけ。「施設から備品を盗んだ職員を殺す」アンデッドになって丈夫な身体になれるのはうれしいけれど。食事に喜びを感じなくなるのは、すこしさみしい。いつも本が好きだったあの人を忘れてしまうのが、さみしい。監視カメラなんてなくたって、私の行動は、ずっと、すべて、いつでも施設に見張られててしまうのかなあ。

1 0 1

2 1 3

1 0 1

たからもの＠人形

雪

百千

依存

対抗

恋心

3

3

3

0

0

2

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

看破

肉の宴

背徳の悦び

庇う

のうみそ

めだま

あご

カンフー

やぶれひまく

こぶし

うで

かた

人形

せぼね

はらわた

はらわた

スチールボーン

うろこ

ほね

ほね

あし

しっぽ

ラピッド

アクション

ダメージ

ダメージ

オート

オート

アクション

オート

ダメージ

アクション

ジャッジ

アクション

オート

アクション

オート

オート

ダメージ

ダメージ

アクション

アクション

ジャッジ

オート

１

2

2

1

4

1

１

１

3

3

1

０～３

自身

自身

０～１

0

自身

自身

0

0

自身

自身

自身

自身

自身

自身

0

自身

対象の「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」マニューバ１つの効果を打ち消す。

損傷した基本パーツ１つを修復する

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」マニューバを１つ、再使用可にする

1ターンに何度でも使用可

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値＋１

防御２

肉弾攻撃１

支援１

移動１

かわいい人形

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御＋１＋切断無効

防御２

移動１

移動１

妨害１

最大行動値＋１
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